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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月8日(2013.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充電器によってバッテリを充電するためのバッテリ管理システムであって、
　急速充電モードまたは予備充電モードにおいて充電器からバッテリを充電するための単
一充電パス、
　コントローラと、コンパレータと、充電ポンプおよびプッシュプル出力ドライバの一方
とを有する管理チップであって、前記管理チップが前記充電器からの電圧におよび前記バ
ッテリに接続するためのものであり、前記急速充電モードのための急速充電閾値電圧より
小さい前記バッテリの電圧に応答して前記コントローラがイネーブル信号をオンにし、オ
ンである前記イネーブル信号におよび前記予備充電モードのための予備充電閾値電圧より
大きい前記充電器からの前記電圧に応答して前記コンパレータが制御信号をオンにし、オ
ンである前記イネーブル信号におよび前記予備充電モードのための前記予備充電閾値電圧
より小さい前記充電器からの前記電圧に応答して前記コンパレータが前記制御信号をオフ
にし、オンである前記イネーブルおよび制御信号に応答して前記充電ポンプおよび前記プ
ッシュプル出力ドライバの前記一方が駆動信号を増加させ、オンである前記イネーブル信
号におよびオフである前記制御信号に応答して前記充電ポンプおよび前記プッシュプル出
力ドライバの前記一方が前記駆動信号を減少させる、前記管理チップ、及び、
　前記管理チップの外部に接続され、前記単一充電パス内の伝導チャネルを有し、ゲート
で前記駆動信号を受け取るトランジスタであって、前記トランジスタも前記充電器からの
前記電圧におよび前記バッテリに接続するためのものであり、前記充電ポンプおよび前記
プッシュプル出力ドライバの前記一方が前記トランジスタに対する前記駆動信号を増加さ
せると、前記バッテリと前記充電器からの前記電圧との間の電気的接続を増加させ、それ
によって、前記バッテリの電圧が前記急速充電閾値電圧より小さい限り、前記充電器から
の前記電圧が前記バッテリの前記電圧に向かってプルダウンされ、予備充電電流で前記バ
ッテリが充電され、前記充電ポンプおよび前記プッシュプル出力ドライバの前記一方が前
記トランジスタに対する前記駆動信号を減少させると、前記バッテリと前記充電器からの
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前記電圧との間の前記電気的接続を減少させ、それによって、前記充電器が前記充電器か
らの前記電圧を充電器出力電圧に向かってプルアップし、前記充電器での前記電圧が大き
く上方または下方に遷移する前に前記電気的接続の値が変化するために前記比較器が前記
充電器での変化に応答することができるように、前記充電器と前記バッテリの間の前記電
気的接続の値が前記比較器の速度に関連してゆっくりと変化し、前記バッテリが充電され
得る低い出力電圧を有し、バッテリ電圧が前記予備充電閾値よりも低いときに前記バッテ
リが前記急速充電モードの支配を受けない、前記トランジスタ、
　を含む、バッテリ管理システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記システムが、前記バッテリの前記電圧を前記予備充電閾値電圧より小さく保ったま
ま、前記充電器からの前記電圧を最小電圧より下にプルダウンすることなくまたは前記急
速充電閾値電圧より上にプルアップすることなく、前記トランジスタをオンおよびオフす
ること、および前記充電器からの前記電圧を交互に前記予備充電閾値電圧より下におよび
上にプルアップすることを反復し、
　前記システムが、前記バッテリの前記電圧が前記予備充電閾値電圧と前記急速充電閾値
電圧の間にある間、１００％のデューティサイクルで前記トランジスタをオンし、前記予
備充電電流で前記バッテリを充電し、さらに、
　前記システムが、前記バッテリの前記電圧が前記急速充電閾値電圧より大きい間、１０
０％のデューティサイクルで前記トランジスタをオンし、前記充電器からの急速充電電流
で前記バッテリを充電する、
　バッテリ管理システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記バッテリの前記電圧が前記予備充電閾値電圧より小さい間、前記充電ポンプおよび
前記プッシュプル出力ドライバの前記一方が約１０～１００マイクロ秒の応答時間を有す
る、バッテリ管理システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記バッテリの前記電圧が前記予備充電閾値電圧より小さい間、前記充電ポンプおよび
前記プッシュプル出力ドライバの前記一方が約２０マイクロ秒の応答時間を有する、バッ
テリ管理システム。
【請求項５】
　請求項１に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記充電ポンプおよび前記プッシュプル出力ドライバの前記一方からの前記駆動信号が
、前記充電器からの前記電圧が前記予備充電閾値電圧より上および下に循環的に変化する
時間期間の間、約４００ｍＶ未満だけ変動する、バッテリ管理システム。
【請求項６】
　請求項１に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記バッテリの前記電圧が前記予備充電閾値電圧より小さい間、前記充電器からの前記
電圧が約±１００ｍＶ以下だけ変動する、バッテリ管理システム。
【請求項７】
　請求項６に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記バッテリの前記電圧が前記予備充電閾値電圧より小さい間、前記充電器からの前記
電圧が前記予備充電閾値電圧から約±１００ｍＶ以下だけ変動する、バッテリ管理システ
ム。
【請求項８】
　請求項７に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記予備充電閾値電圧が約２．１Ｖである、バッテリ管理システム。
【請求項９】
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　充電器によってバッテリを充電するためのバッテリ管理システムであって、
　急速充電モードまたは予備充電モードにおいて充電器からバッテリを充電するための単
一充電パス、
　パルス幅変調駆動信号に応答してオンおよびオフすることによって前記充電器からの充
電電流を前記バッテリに送出する、前記単一充電パス内のトランジスタ、及び、
　前記駆動信号を生成する充電ポンプおよびプッシュプル出力ドライバの一方であって、
前記充電器からの電圧が予備充電閾値電圧より大きいとき前記駆動信号を増加させ、前記
充電器からの前記電圧が前記予備充電閾値電圧より小さいとき前記駆動信号を減少させ、
前記充電器での電圧が大きく上方または下方に遷移する前に前記充電器と前記バッテリの
間の電気的接続の値が変化するために前記比較器が前記充電器での変化に応答することが
できるように、前記電気的接続の値が前記比較器の速度に関連してゆっくりと変化し、前
記バッテリが充電され得る低い出力電圧を有し、バッテリ電圧が前記予備充電閾値よりも
低いときに前記バッテリが前記急速充電モードの支配を受けない、前記充電ポンプおよび
前記プッシュプル出力ドライバの前記一方、
　を含む、バッテリ管理システム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のバッテリ管理システムであって、
　予備充電手順の間、前記充電器からの前記電圧および前記予備充電閾値電圧に基づいて
制御信号を生成するコンパレータをさらに含み、
　前記充電ポンプおよび前記プッシュプル出力ドライバの前記一方が、前記制御信号に基
づいて前記駆動信号を増加および減少させる、
　バッテリ管理システム。
【請求項１１】
　請求項９に記載のバッテリ管理システムであって、
　規制されたモードにおいて、前記充電ポンプおよび前記プッシュプル出力ドライバの前
記一方が約２０マイクロ秒の応答時間を有する、バッテリ管理システム。
【請求項１２】
　請求項９に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記充電ポンプおよび前記プッシュプル出力ドライバの前記一方によって生成される前
記駆動信号が、前記充電器からの前記電圧が前記予備充電閾値電圧より上および下に循環
的に変化する時間期間の間、約２５０～４００ｍＶ変動する、バッテリ管理システム。
【請求項１３】
　請求項９に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記充電器からの前記電圧が、前記バッテリの電圧が前記予備充電閾値電圧より小さい
期間の間、前記予備充電閾値電圧より上および下に約１００ｍＶ以下だけ変動する、バッ
テリ管理システム。
【請求項１４】
　請求項９に記載のバッテリ管理システムであって、
　前記充電器からの前記電圧が、前記バッテリの電圧が前記予備充電閾値電圧より小さい
時間期間の間、約２．２Ｖと約２．０Ｖの間で変動する、バッテリ管理システム。
【請求項１５】
　バッテリを充電するための方法であって、
　急速充電モードまたは予備充電モードにおいて充電器からバッテリを充電するための単
一充電パスを提供すること、
　充電器からの電圧が閾値電圧より大きいか小さいかに依存するコンパレータ出力信号を
生成すること、
　充電ポンプおよびプッシュプル出力ドライバの一方が、パルス幅変調（ＰＷＭ）出力電
圧を生成することであって、前記充電ポンプおよび前記プッシュプル出力ドライバの前記
一方が、前記コンパレータ出力信号に応答して前記ＰＷＭ出力電圧を増加および減少させ
ること、



(4) JP 2013-514050 A5 2013.12.26

　前記ＰＷＭ出力電圧で、前記単一充電パス内に導電チャネルを有するトランジスタを駆
動して、前記バッテリと前記充電器からの前記電圧との間の電気的接続を増加および減少
させること、
　前記バッテリと前記充電器からの前記電圧との間の前記電気的接続が増加するように前
記トランジスタを駆動することによって、前記充電器からの前記電圧を前記閾値電圧より
下に減少させること、および、
　前記バッテリと前記充電器からの前記電圧との間の前記電気的接続が減少するように前
記トランジスタを駆動することによって、前記充電器からの前記電圧を前記閾値電圧より
上に増加させることであって、前記充電器での前記電圧が大きく上方または下方に遷移す
る前に前記電気的接続の値が変化するために前記比較器が前記充電器での変化に応答する
ことができるように、前記充電器と前記バッテリの間の前記電気的接続の値が前記比較器
の速度に関連してゆっくりと変化し、前記バッテリが充電され得る低い出力電圧を有し、
バッテリ電圧が前記予備充電閾値よりも低いときに前記バッテリが前記急速充電モードの
支配を受けない、前記増加させること、
　を含む、方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記充電器からの前記電圧を増加および減少させることによって、前記予備充電モード
において予備充電電流が前記バッテリを充電する範囲内に前記充電器からの前記電圧を維
持する、方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の方法であって、
　前記バッテリの電圧が前記閾値電圧より小さい時間期間の間、前記充電器からの前記電
圧を維持する前記範囲が、前記閾値電圧の約±１００ｍＶである、方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法であって、
　前記閾値電圧が約２．１Ｖである、方法。
【請求項１９】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記ＰＷＭ出力電圧の増加および減少が約２０マイクロ秒の応答時間で成される、方法
。
【請求項２０】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記ＰＷＭ出力電圧が、前記充電器からの前記電圧が前記閾値電圧より上および下に循
環的に変化する時間期間の間、約２５０～４００ｍＶだけ変動する、方法。
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